
饗｝

第三十入巻　　第十一

　　　第四百四十五號

　　昭和三十一年七月二十B螢行

麟
論
養

歯
外
需
雑
誌
所
載
論
文
一
町

ー
グ
川
の
二
元
性
（
完
）

カ
ン
ト
の
先
鞭
…
的
統
畳

ホ
ッ
ブ
ス
哲
學
の
再
評
慣
・

橋
本
峰
雄

・
高
橋
昭

・
李
下
欣

京都大學文目部内
　京都哲學會



京
都
心
置
會
規
約

一
、
本
禽
一
は
湘
蹟
叢
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
暫
及
を
岡
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る

一
、
冶
の
鴨
的
の
た
め
に
次
の
藩
業
か
．
行
う

8
　
毎
月
　
同
研
究
曾
を
醗
く

〔同

@
毎
年
毎
日
講
減
會
を
開
く

臼
　
毎
月
一
同
「
哲
學
研
究
」
を
蛮
行
す
る

一
、
本
會
の
事
難
仲
を
瀕
㌶
灯
す
る
た
め
に
委
員
若
干
な
質
を
お
く
、

委
員
は
京
都
大
學
折
q
明
科
教
賞
及
び
委
庸
貝
愈
日
に
お
い
で
推
弗
鰐

し
た
煮
に
謬
瞑
す
る

一
、
本
曾
は
倉
員
組
織
と
し
、
曾
員
に
は
費
格
の
制
限
を
設
け

な
い
、
學
校
・
麟
書
舞
・
其
他
の
園
髄
は
鴎
購
…
の
名
を
以
て
、

入
曾
す
る
こ
と
も
で
き
る

一
、
會
員
は
禽
費
と
し
て
年
一
、
二
二
〇
圓
、
叉
は
牛
年
六
…

○
園
を
醜
回
す
る

｝
、
禽
回
贔
ハ
は
搬
縫
糖
叫
の
儲
日
露
叩
を
受
け
、
禽
回
繁
触
に
鞭
…
告
あ
，
る
諸
押
棒
門
の

行
事
に
患
了
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
邸
は
寧
務
厨
を
京
梛
大
學
交
學
部
内
に
お
く

一
、
太
コ
禽
械
規
約
の
改
正
轡
更
は
委
員
禽
夙
の
決
恥
融
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
員

矢三松野西長蟹武高三島箆酒日上井石池有

田宅尾略尾中細原澤井野　田賀

蒙……藁…芳∴∴簗
郎一海夫治人郎範郎郎夫郎修街夫勉仁藤郎
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哲
墨
醗
究
　
第
四
胃
四
十
菰
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
蹴
○

た
る
無
謬
約
蔚
を
理
念
と
し
て
自
已
に
課
し
、
搬
膿
的
形
而
上
學
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
。
か
く
し
て
我
六
は
カ
ン
｝
の
先
騰
的
統
畳
を

《
働
》
と
し
て
、
又
《
働
の
自
発
》
と
し
て
規
定
し
得
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
か
エ
る
先
験
的
統
鉦
を
自
費
の
『
最
高
黙
』
と
す
る
先
験

哲
學
は
、
か
エ
る
先
験
的
統
発
の
幣
畳
的
自
已
展
開
ー
ー
威
程
一
つ
の
自
然
の
成
立
に
關
は
る
限
り
の
自
己
展
附
と
考
へ
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
け
れ
ど
も
理
性
が
正
に
そ
こ
に
於
て
自
己
を
展
閉
す
べ
き
場
が
軍
な
る
物
理
的
自
然
で
あ
っ
た
雍
に
於
て
、
カ
ン
｝
の
自
惚
の
展

開
は
、
本
塗
豊
か
な
問
題
を
害
し
つ
x
、
形
式
的
た
る
に
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
我
汝
は
カ
ン
｝
の
先
験
的
統
畳
を
、
カ
ン
ト

自
身
に
依
っ
て
充
分
に
展
閉
さ
れ
な
か
っ
た
具
膿
的
自
畳
と
結
論
し
て
も
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
Q
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
（
了
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
筆
者
　
大
販
火
準
文
學
都
〔
哲
學
冒
助
手
）

前號目

璋ll！

の
蜘
名
di｛ll

に

つ
腎、

て

1

；fr

賀

蟻
太
郊

ン

タ

の

聖3L｛

の
llン1

に

つ

b
（1）

三
編
と

人

問
1象

へ
’じ

し，

一il’：

畑

ヘ
ー
ゲ
ル
の
汽
．
冗
㌧
蹴
・

新
蔚
外
固
龍
慧
所
照
冶
叉
輔
鴫
柿

・
繕
本

JSitし

ド、4

次號論丈豫告

－
，
ロ
代
支
那
に
於
け
る
槻
露
，
心
諭
の
成
立
：
重
澤
　
俊
郊

　　幸

　　編
　　　と

べ人
南開

　　4）

のメlk
「実質

蓼
廼：

に　・

つ
い　　”

（II）

　ロ　
1
　　　11【　　ロ　　　　　　　セ　　　　コ

　　it’

　　畑

のガ
分ン
離1・

にに二

つ』lj’li

いけ
てる
　　法

　　と

　　溢

　稔．

」概
．N，’

・
：
：
土
岐
　
邦
失



盒
同

告

一
、
本
魯
は
曾
斗
組
轟
概
し
」
し
禽
絃
獄
に
日
ほ
資
椿
の
鋼
限
か
｝
設
げ
ま

せ
ん
、
入
魯
希
望
の
方
は
京
郡
衛
左
京
証
田
申
蕗
浦
町
弘
女

堂
内
京
都
哲
學
倉
係
宛
に
規
廻
の
終
費
（
奪
一
、
二
二
〇
測

又
は
牟
年
六
一
〇
翻
）
を
お
梛
込
下
さ
い

「
振
替
拠
廃
京
都
一
九
五
五
六
番
　
京
都
哲
學
馨
」

｝
、
禽
費
切
れ
の
揚
A
“
は
封
筒
に
【
、
萌
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
宿
【
ち
に
御
　
挑
込
下
か
・
」
い
、
　
一
年
分
（
久
は
牟
年
・
分
）

親
魂
ぱ
原
鱒
と
し
て
本
誌
十
二
紛
（
久
は
六
艇
）
の
蓬
附
済

を
以
て
的
金
切
れ
と
し
、
曾
費
の
蕪
更
典
他
の
霧
惚
に
よ
る

過
不
昆
は
一
年
（
久
は
牟
年
）
糠
に
麟
算
し
ま
す

　
、
へ
費
冠
只
の
献
町
居
入
愚
黄
具
等
（
編
集
事
務
以
外
の
　
切
）
　
の
事

難
…
は
弘
丈
堂
内
山
球
都
號
m
膜
丁
禽
目
蔭
へ
櫛
勲
咄
知
下
さ
い

一
、
幸
冷
触
㈹
の
蜥
糊
焦
駅
に
閲
嘱
す
る
榊
迦
緯
甲
。
新
味
義
血
漕
．
融
訂
附
川
難
仕
㈹
難
目
ほ

本
命
口
宛
に
御
逡
り
下
さ
い山気

鯨都
都灘

大市勢
蘇左

文京，興
　　周一學PtL

gil；吉．金

内lll　t　l

昭
熱
三
十
一
年
七
月
十
瓢
貸
印
刷

昭
和
三
十
一
年
七
月
二
十
矯
奨
行

　
　
　
　
編
集
人
　
　
　
京

爽
行
人

印
刷
人

印
刷
所

畿
行
所

京弘、避・，八櫛㌦京

1撫1坂井靹
巾　　畦1　　憩淺　　　 學哲

1撫久1太拳學
　　　　　　　　　　　な　ミ　　　　 　エ

○灰○春西郎修　嬬會

離
弘

文

堂

嘆
引
継
千
代
阻
綿
覇
駿
阿
羅
田
ノ
四

≦

　
　
　
註
丈
規
定

　、

�
黶
|
繕
脈
以
外
の
養
方
流
図
禎
の
鞭
門
酒
器
女
及
び
庸
眠
ル
霧
に
閲
脚
訴
う
る
作
n
は

「
弘
女
堂
」
へ
御
申
一
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
獅
註
交
は
す
べ
て
代
金
郵
親
共
（
　
部
、
定
繊
一

二
〇
圓
・
郵
耽
八
圓
）
薗
金
に
て
お
蓬
り
下
さ
い

一
、
特
に
講
求
轡
及
び
領
収
書
離
を
要
す
る
場
合
は
郵
雰
八
圓

を
お
逡
り
下
さ
い
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一
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行
）
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